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用語集
アプリケーション プログラミング インター
フェイス (API) API はオペレーティング シス
テムやライブラリがアプリケーション プログ
ラムからの要求をサポートするために提供する
機能インターフェイス。

アプリケーション検証 (AppVerifier)
AppVerifier は、開発者が通常のアプリケーショ
ン テストでは識別しにくいヒープの破損や正
しくないハンドル使用法など、微妙なプログラ
ミング エラーを発見するのに役立つ。

同期アクセス 2 つかそれ以上のスレッドが、
同時に同じバッファにアクセスしたとき。

バイナリ イメージ ビルダ (.bib) bib ファイル
はランタイム イメージに含まれるモジュール
とファイルを定義。

ブート ローダー プロセッサ起動時にプロ
セッサを初期化してその後オペレーティング
システムを起動させるために実行されるコード
の構成要素。

ボード サポート パッケージ (BSP) BSP はす
べてのボード ハードウェア特有コードの一般
名。典型的にはブート ローダー、OEM アダプ
テーション層 (OAL)、またボード特有デバイス
ドライバを含みます。

カタログ ユーザーに OS デザインのために選
択可能な機能を提出するコンポーネントのコン
テナ。

デバッガ拡張子コマンド (CEDebugX)
CeDebugX は Platform Builder デバッガのための
拡張子。休止時のシステムの状態について詳細
な情報を提出し、クラッシュ、ハングやデッド
ロックを診断しようとします。

Windows Embedded CE 試験キット (CETK)
CETK は Windows Embedded CE オペレーティ
ング システムのために開発したデバイス ドラ
イバを試験することのできるツール。

複製 複製することによってファイルの精密な
コピーを生成し、変更を実行する前にそれらの
安全なコピーを保管。[PUBLIC] フォルダ中の
コードは常に変更を行なう前に複製される必要
があります。

コンポーネント カタログを使用しながら OS
デザインに加えたりそこから除いたりすること
ができる CE 機能。

コア接続 (CoreCon) Windows CE はダウン
ロードやデバッガのための多機能接続を有効に
する、コア接続と呼ばれる統合接続インフラス
トラクチャをサポート。

クリティカル セクション ミューテックス オ
ブジェクトと同様の同期プロセスを持つオブ
ジェクト。違いはクリティカル セクションは単
一プロセスのスレッドによってのみアクセスさ
れることです。

データ マーシャリング 異なったプロセスで
のデータのアクセス権と妥当性をチェックする
データ上で行なわれるプロセス。

デバッグ領域 特定の機能やドライバのモード
に関連してデバッガ メッセージを有効または
無効にするフラグ。

デバイス ドライバ デバイス ドライバは物理
または仮想デバイスの機能を抽象することに
よってデバイス操作を管理するソフトウェア。

Dirs ファイル Dirs ファイルはビルドされる
ソース コードを含むサブディレクトリを特定
するテキスト ファイル。
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埋め込みポインタ メモリ構造に埋め込まれた
ポインタ。

環境変数   機能を有効または無効にすること
のできる Windows 環境変数。これは一般的にカ
タログからビルド システムや OS デザインを設
定するのに使用されます。

イベント システム中の他のスレッドを通知す
るためにスレッドやカーネルで使用される同期
オブジェクト。

例外 例外はプログラムが実行している間に起
こる異常な状況。

Iltiming Iltiming は Windows Embedded CE シ
ステムで割り込みサービス ルーチン (ISR) や割
り込みサービス スレッド (IST) 待ち時間を決定
する。

割り込み プロセスを要求する何かが発生した
ことを表示するために一時的にシステムを中断
する ( システムに割り込む ) トリガ。システム
上の各割り込みは特定の割り込み要求 (IRQ) 値
と関連付けられ、この IRQ 値は 1 つかそれ以上
の割り込みサービス ルーチン (ISR) と関連付け
られています。

割り込みサービス ルーチン (ISR) ISR はハー
ドウェアが割り込みに応答して起動するソフト
ウェアのルーチン。ISR は割り込みを検査して
SYSINTR 値を返すことによってそれを処理す
る方法を決定します。この SYSINTR 値がその
後割り込みサービス スレッド (IST) と関連付け
られます。

割り込みサービス スレッド (IST) IST は割り
込みプロセスのほとんどを行なうスレッド。OS
が処理するための割り込みを受けると OS は
IST を起動します。各 IST が SYSINTR 値と関連
付けられた後、 SYSINTR 値は割り込みサービ
ス ルーチン (ISR) から返されることがあり、そ
の後関連付けられた IST が実行します。

IRQ (割り込み要求 ) IRQ 値は、割り込みで
ハードウェアと関連付けられる。各 IRQ 値は 1

つかそれ以上の、それが起動させられたときに
関連付けられた割り込みを処理するためにシス
テムが実行する割り込みサービス ルーチン
(ISR) と関連付けることができます。

カーネル デバッガ カーネル デバッガはター
ゲット デバイスへの接続を設定したり、ターゲッ
ト デバイスにランタイム イメージをダウンロー
ドしたりするために要求される機能を統合。それ
はオペレーティング システム、ドライバ、またア
プリケーションのデバッガを許可します。

Kernel Independent Transport Layer (KITL)
KITL は、デバッガ サービスをサポートするため
の簡便な方法を提供するために設計されました。 

カーネル モード ドライバ カーネルのメモリ
領域で実行するドライバ。 

カーネル トラッカ このツールは OS の開発
ワーク ステーション上や Windows Embedded
CE ベースのデバイスで生じているアプリケー
ション イベントの視覚表現を提供。

複数層ドライバ 後日のメンテナンスや再利用
を容易にするためにいくつかの層に分けられた
ドライバ。

モデル デバイス ドライバ (MDD) 複数層ドラ
イバの MDD 層は OS とプラットフォーム デバ
イス ドライバ (PDD) 層に規格化されたイン
ターフェイスを持ち、ドライバに関連したすべ
てのハードウェア依存プロセスを実行。

モノリシック ドライバ 異なった層に分けら
れていないドライバ。それはまた、そのドライ
バが独自の層デザインを持っているとしても、
CE の標準モデル デバイス ドライバ (MDD) や
プラットフォーム デバイス ドライバ (PDD) 層
アーキテクチャに合致しないドライバを意味す
ることもあります。

ミューテックス ミューテックス オブジェク
トはそれが何らかのスレッドに所有されていな
いときは信号がオンに、所有されているときに
は信号がオフになるように状態が設定されてい
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る同期オブジェクト。ミューテックスは、同時
に 1 つのスレッドにのみ所有されることができ
ます。それはグローバル変数やハードウェア デ
バイスといった、ある時点で 1 つのスレッドに
のみアクセスされるべきリソースを表現するの
に使用されます。

ネイティブ ドライバ タッチ スクリーン、キー
ボード、またディスプレイ ドライバのみが
Windows Embedded CE でネイティブ ドライバ
として存在し、デバイス マネージャではなく
GWES によって管理される。

OEM アダプテーション層 (OAL) OAL は
Windows Embedded CE カーネルとターゲット
デバイスのハードウェアの間に理論的に存在す
るコードの層。物理的に OAL はカーネルの実
行可能ファイルを作成するためにカーネル ラ
イブラリとリンクしています。

オペレーティング システム ベンチマーク 
(OSBench) スケジューラの性能を測るために
使用されるツール。

OS デザイン Windows Embedded CE6 R2 オペ
レーティング システムのカスタマイズされた
バイナリ ランタイム イメージを生成する
Windows Embedded CE6 R2 用 Platform Builder
プロジェクト。

プラットフォーム デバイス ドライバ (PDD) 
複数層ドライバの PDD 層はハードウェアと直
接インターフェイスを持ち、ハードウェア特有
のプロセスを実行。

電源管理 システム全体また各ドライバに D0
(完全にオン ) から D4 (完全にオフ ) までの電源
状態を割り当てることによって、システムの電
力消費を制御する。それはユーザーとシステム
の活動や特定の要求に基づいてこれらの状態間
の切り替えを調整します。

プロセス プロセスは Windows Embedded CE
のプログラム。各プロセスは複数のスレッドを
持つことが可能です。プロセスはユーザー領域
でもカーネル領域でも実行することができま
す。

生産品質 OAL (PQOAL) PQOAL は OAL 開発
のプロセスを単純化し短縮する規格化された
OAL 構造。それはコード ライブラリを通して
改良されたレベルの OAL コンポーネント化、
コード再利用をサポートするディレクトリ構
造、集中設定ファイル、またプロセッサ ファミ
リとハードウェア プラットフォームで一貫し
たアーキテクチャを提供します。

Quick Fix Engineering (QFE) マイクロソフト
のウェブサイトから入手可能な Windows
Embedded CE のパッチ。それらはバグを修正し
新しい機能を提供します。

リフレクタ サービス 代わりに要求を実行す
ることでユーザー モード ドライバがカーネル
とハードウェアにアクセスできるようにする
サービス。

レジストリ ハードウェアとソフトウェア コ
ンポーネントのための設定情報を含む
Windows Embedded CE のための情報ストア。

リモート パフォーマンス モニタ このアプリ
ケーションはオペレーティング システムのリ
アル タイム性能を追跡可能。それはまたメモリ
使用、ネットワーク待ち時間、またその他の要
素も追跡できます。

ランタイム イメージ   ハードウェア デバイ
ス上で配置されるバイナリ ファイル。それはま
たアプリケーションとドライバのための完全な
オペレーティング システムの要求されるファ
イルも含んでいます。

セマフォ セマフォ オブジェクトは決まった
数の同時発生スレッドのみがそれにアクセスで
きるようにすることで、ハードウェアやソフト
ウェア リソースへのアクセスを保護する同期
オブジェクト。セマフォはゼロから特定の最大
値までの間のカウントを保ちます。カウントは
スレッドがセマフォ オブジェクトの待ちを完
了するたびに減少し、スレッドがセマフォを放
出するたびに増加します。カウントがゼロにな
ると、スレッドはセマフォによって保護された
リソースにアクセスできなくなります。セマ
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フォの状態はそのカウントがゼロより大きく
なったとき信号がオンに、そのカウントがゼロ
になったときに信号がオフになるように設定さ
れています。

シェル シェルはユーザーの操作をデバイスと
解釈するためのソフトウェア。デバイスが起動し
たときにそれは起動します。既定のシェルは
AYGShell と呼ばれ、Windows のデスクトップ
バージョンのものと同じようにデスクトップ、[
スタート ] メニュー、そしてタスク バーを含みま
す。

ソフトウェア開発キット (SDK) 第三者開発者が
カスタマイズされた Windows Embedded CE6 R2
ランタイム イメージのためのアプリケーション
を作ることを可能にするために使用される。

ソース ファイル ソース ファイルはサブディ
レクトリのソース コードのためのマクロ定義
を設定するテキスト ファイル。Build.exe がソー
ス コードのコンパイルとリンクの方法を決定
するためにこれらのマクロ定義を使用します。

ストリーム インターフェイス ドライバ ス ト
リーム インターフェイス ドライバは、ドライバ
により制御されるデバイスのタイプに係わりな
く、ストリーム インターフェイス機能に関係す
るすべてのドライバを指します。GWES によっ
て管理されるネイティブ ドライバ以外のすべ
てのドライバはストリーム インターフェイス
をエクスポートします。

サブプロジェクト OSDesign で容易に集積し、
削除し、また再利用できるファイルのセット。

同期オブジェクト 同期オブジェクトは複数の
スレッドの実行を調整するためにそのハンドル
が待機機能の 1 つに特定され得るオブジェクト。

同期アクセス 2 つかそれ以上の別のスレッド
が同じバッファを使用して動作しているとき。
ある時点では 1 つのスレッドのみがバッファに
アクセスでき、その他のスレッドは現在のス
レッドのアクセスが完了するまでアクセスでき
ません。

システム生成 システム生成フェーズはパブ
リックおよび BSP フォルダをフィルタ処理す
るために行なわれるビルド プロセスの最初の
段階です。それは OS デザインで選択されたコ
ンポーネントと関連付けられたファイルを識別
します。このフェーズの間、 OS デザインで選択
されたコンポーネントは実行可能にリンクさ
れ、 OS デザインのフォルダにコピーされます。

システム生成変数 選択された CE 機能が一緒
にリンクされる CE ビルド プロセスのシステム
生成フェーズへの命令。

Sysintr IRQ に対応する値。関連付けられたイ
ベントに信号を送るのに使用されます。この値
は割り込みの応答として割り込みサービス
ルーチン (ISR) によって返されます。

ターゲット制御シェル デバッガ コマンドへ
のアクセスを提供する Platform Builder for
Visual Studio でのシェル。ターゲット制御シェ
ルは KITL を通してターゲット システムに接続
されたとき入手可能になります。

スレッド スケジューラがオペレーティング
システムで管理できる最小のソフトウェア ユ
ニット。1 つのドライバやアプリケーションに
複数のスレッドが存在することができます。

ユーザー モード ユーザー モードで読み込ま
れたドライバとすべてのアプリケーションは
ユーザー メモリ領域で実行する。それらがこの
モードにあるとき、ドライバとアプリケーショ
ンはハードウェア メモリに直接のアクセスを
持たず、特定の API とカーネルに制限されたア
クセスを持ちます。

仮想メモリ 仮想メモリはそれを使用するプロ
セスへ、連続しているように見せるためにシス
テムの物理メモリを抽象する方法。Windows
Embedded CE 6.0 R2 の各プロセスは利用可能な
2 ギガバイトの仮想メモリ スペースを持ち、プ
ロセスから物理メモリにアクセスするため、こ
のメモリは MmMapIoSpace か OALPAtoVA を使
用してプロセスの仮想アドレス スペースに
マップされる必要があります。
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